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研究成果の概要（和文）：仏教論理学（因明）の研究者と、現代哲学、情報学等の研究者による研究集会を通じ
て、(1)論理学において必須の否定の問題、(2)論証を成立させるととともに記号と意味との対応付けの理論でも
あるアポーハ（他の排除）論の問題、(3)日本の因明学において重視された四相違（四種類の矛盾）が因明の根
本的な性質に関わる可能性、(4)四句分別（テトラレンマ）の論理学的、哲学的含意、(5)仏教論理学を現代の哲
学的課題に対して応用する可能性などについての議論を深めることができた。加えて、哲学と仏教学が対話をし
ていた明治期の仏教論理学研究（村上専精、大西祝など）についての研究を進めることができた。

研究成果の概要（英文）：Through comparative research meetings on Buddhist logic, philosophy, 
informatics, etc., we discussed (1) the problem of negation in logic; (2) the problem of apoha 
(exclusion of others), a theory of meanings as well as a theory of arguments; (3) the possibility 
that the four kinds of contradiction, which had been well-studied in Japanese tradition, could be 
related to the fundamental nature of Buddhist logic; (4) the logical and philosophical implications 
of the tetralemma; and (5) the possibility of applying Buddhist logic to contemporary philosophical 
issues. In addition, we were also able to advance our research on Buddhist logic studies during the 
Meiji period (e.g., Murakami Sensho and Onishi Hajime), when philosophy and Buddhist studies were in
 dialogue.

研究分野： 仏教学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、グローバル化の進展に伴い、異文化間の対話が求められている。また、AI（人工知能）やロボットなどの
進展とともに、認識や知識などについて根本的、批判的に検討する哲学に対する注目が高まっている（Googleや
Appleなどが哲学者を雇用しているのはその一例である）。AI等はグローバル企業によって開発、流通している
ものであるため、これらの議論においても、非西洋的な視点の導入が求められている。本共同研究は、このよう
な国際的、学際的な議論を可能とする基盤を基礎づけるためのものとなる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 仏教論理学・認識論の重要性……仏教論理学・認識論は、アジアにおいて長い伝統と蓄積が
あり、哲学（史）の研究対象として重要であることは、広く認識されていた。 
(2) 日本における比較論理学研究……幕末・明治維新期に東西論理学の比較研究が行われたが、
20 世紀に入ると、サンスクリット写本やチベット語訳の発見・普及にともない、日本国内にお
ける仏教論理学・認識論の研究は文献学・思想史研究へとシフトし、やがてそれが主流となった。
比較論理学研究も行われているが、他分野を含めた相互批判を通じて深められる機会は少なか
った。 
(3) 海外における仏教論理学・認識論の形式化・モデル化……欧米では、20 世紀を通じて緻密な
文献学的研究が積み重ねられる一方、D. H. H. インゴルズ、J. F. スタール、B. K. マティラル
らにより、インド論理学・仏教論理学の論証式を記号化し現代論理学の枠組みで表現しようとす
る試みが積み重ねられてきた。また、G. プリーストや出口康夫（研究分担者）による仏教を中
心としたアジアの哲学との比較研究が進んでいる。こういった研究は、文献学・哲学の双方に新
たな視点を提供するものではあるが、文献学中心の日本の仏教学界では大きな話題になること
はなかった。 

 
２．研究の目的 
東西の哲学・思想を比較する比較思想研究は数多くあるが、論理学に焦点を絞った研究は少な

い。奈良時代以来の伝統と、近代的文献学の蓄積を有する日本の仏教論理学・認識論の研究者と、
形而上学的面だけでなく応用面でも多くの蓄積を持つ哲学・論理学・情報学といった分野の研究
者が相互交流することで、双方に新たな視点を提供されることが期待される。 
本研究では、仏教論理学・認識論に焦点をあて、以下の比較論理学・比較哲学的研究を行うこ

とを通じて、仏教文献学者と論理学・哲学・情報学者、あるいは各地域の論理学的伝統の研究者
間で分野横断的な相互交流が起きるような議論の基盤（インターフェース）の構築を目指す。 

 
(1) 幕末・明治維新期以降に行われてきた比較論理学的研究をふりかえり、批判的に再検討する。
特に、明治期の三大因明学者とされ、相互に交流のあった雲英晃耀・大西祝・村上専精の因明関
連著作について、比較哲学的な視点から検討する。 
(2) 仏教論理学・認識論について、これまで提案されてきた代表的な形式化・モデル化の試みを、
仏教文献学・分析哲学・情報学などの多角的な視点から検討し、深化させる。特に、研究協力者
の上田昇が提唱しているアポーハ代数などの諸概念について学際的な検討を行う。 
(3) 仏教を中心とする、各地域の論理学的伝統において行われてきた様々な論証を、比較論理学・
比較哲学的に検討する。特に、研究代表者・師が研究を行ってきた、唯識比量（唯識性の証明）
や、定姓二乗・無姓有情の存在論証などについて検討する。 
(4) 上記(1)〜(3)のなかで用いられる「論証」「論理式」「推論」などの用語の内容を整理すること
で、異なる論理学（的伝統）間で比較研究をする際に必要な語彙の共通化をはかる。 
 
これらの研究を通じて、人文学における国際的・学際的研究の促進が期待される。古代から近

代に至る伝統と膨大な文献を有し、さらに近代以降の仏教文献学の蓄積がある日本が拠点とな
り、国内外の研究者の交流のハブとなることによって、仏教論理学・認識論を中心とした諸哲学
研究の国際的な交流が盛んとなり、日本の仏教研究・哲学研究の国際的プレゼンスを高めること
ができる。 
また、他分野との交流を通じて、仏教論理学・認識論を他分野で応用する可能性も期待できる。

たとえば、従来初期的な段階にとどまっていた人工知能研究への応用や法推論システム等との
共通性についての議論を発展させるなどが考えられる。 
 
３．研究の方法 
本研究では、仏教論理学・認識論の研究者と現代論理学や情報科学の研究者とが、現代論理学

や情報科学で蓄積された道具立てを用い、共同で仏教論理学・認識論／因明学を解明するための
研究基盤を構築することを目的とする。そのため、当初は国内外の研究者を招いたワークショッ
プを開催する予定であったが、2020 年度以降は、新型コロナウイルス感染拡大のため、個別の
文献研究やオンラインでの研究集会などが中心となった。 
開催した研究集会は以下の通り。どちらも、研究目的の(2)のために開催したものである。 

・科研費プロジェクト「仏教論理学の比較論理学・比較哲学的研究：学際的研究のための基盤構
築」第１回研究集会（2020 年 1 月 12 日、於花園大学）。3 つの報告（護山真也「討論術として
の仏教論理学―四相違をめぐる因明学の議論」、上田昇「アポーハ論の記号論理学的分析」、出口
康夫“Bhaviveka on Negation”）の後、総合討論。 
・「二辺を離れる：『今日のアニミズム』をめぐる鼎談」（2022 年 3 月 2 日、オンライン開催。以
文社、上七軒文庫合同会社、科研費基盤(A)「種の人類学的転回：マルチスピーシーズ研究の可
能性」との合同開催）。研究代表者の師が、哲学者の清水高志、仏教学者・亀山隆彦とともに、



インド論理学とアブダクションとの共通性などについて議論した。 
このほか、現代論理学の研究者が集まるオンライン集会で仏教論理学に関する報告を行った

り、現代の諸問題の解決にむけて仏教論理学がどのように応用可能であるかについての報告を
行ったりするなど、積極的な研究交流を行った。 
また、文献研究などを通じて得られた成果は随時、学会発表や論文として公表された。 

 
４．研究成果 
上記「研究の目的」であげた 4項目について、それぞれ成果を述べる。 
 

(1) 幕末・明治維新期以降の比較論理学的研究 
特に村上専精（1851-1929）の『活用講述因明学全書 第三版』に見られる西洋論理学との比較、

論理学によって明らかになる真理等に関する議論について検討を行い、 ジョン・スチュアート・
ミル（1806-1873）やハーバート・スペンサー（1820-1903）ら、ほぼ同時代の海外の哲学・論理
学研究の影響について指摘する研究成果を出すことができた（師）。 
(2) 仏教論理学・認識論の形式化・モデル化の試み 
アポーハ代数によるモデル化（上田）、矛盾許容論理によるモデル化（出口）、現代の人類学に

おける議論を前提としたアブダクションとの比較（上記「二辺を離れる」）などに関する報告が
行われ、活発な議論が展開されたが、十分な結論が出たとは言い難い。今後もより幅広い議論が
必要であると考えられる。 
一方、東アジアの仏教論理学（因明）で重視される“理由（因）における四種類の矛盾（四種

相違）”については、論理学としての因明の限界を示すものであり、論理学から討論術への軌道
修正を示すものではないか、という重要な指摘がなされた（護山）。そうであるならば、比較論
理学にとどまらない比較研究も必要となってくる。 
(3) 様々な論証の比較論理学・比較哲学的検討 
定姓二乗・無姓有情の存在論証や、『大乗掌珍論』の空性論証、そしてそれをめぐる東アジア

でおきた論争について歴史的な整理を行うとともに（師）、後者については現代論理学との比較
研究が行われた（出口）。 
(4) 語彙の共通化 
語彙の共通化については、検討を行うことができなかった。 
 
全体を総括すれば、当初想定していたよりも比較すべき対象が広範囲であることが明確にな

ったことは、今後の研究の展開という意味でも一定の収穫であったと考えられる。反面、検討す
べき課題が拡散し、モデル化や語彙の統一などについては明確な成果が出せなかった。 
以上の成果のほか、研究代表者（師）は、グローバル化の中で宗教間対立・文化間対立が起き

ている現状や、SNS が人々を分断している状況の中で、異思想・異哲学間での対話を前提に設計
されている仏教論理学（因明）が現代において示唆を与えるのではないかという提言を行った。 
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